
【GIGA×指導の工夫・改善】 実験の記録シートや振り返りシートにより、児童の思考や過程を可視化

リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

【実験の記録シート】
児童が1人１実験を行った結果を

Googleスプレッドシートに入力し、友
達の実験結果をいつでも参照するこ
とができるようにした。また、セルに色を
塗ってグラフ化させることで、結果の違
いなどを可視化し、実験の妥当性や
客観的な考察につなげた。児童に
とっても、棒グラフの形式で入力するこ
とで、結果の差異点や共通点が分か
りやすくなった。

【振り返りシート】
めあて、自己評価、学習問題、考

察、振り返りを蓄積していき、自分の
考えをいつでも遡って参照することが
できるようにした。このような振り返り
シートを活用することで、前時の学習
と関連付けて振り返りを記述する児
童の姿も見られるようになった。
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【GIGA×指導の工夫・改善】 進捗状況シートを活用した学びの自己調整と協働的な学びの実現

武雄市立武内小学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B2

進捗状況シート

進捗状況を入力する様子 進捗状況を見て協働する様子

「進捗状況シート」を活用し、それぞ
れの練習場所と学習の進捗状況をそ
の都度入力させることにより、教師は
児童の進捗状況を端末上で把握し、
状況に合わせて指導することが可能
になった。
合奏の学習内における3時間分の

学習計画を児童が立て、どのような方
法・内容・時間配分で学習に取り組
むかを自己決定できるようにしたため、
児童はこのシートを確認しながら学習
を進め、自分やグループの進捗状況
に合わせて学びを自己調整していた。
また、このシートでは互いの学びの状
況も確認できるため、他の児童の進
捗状況を見ながら協働することができ
ていた。


